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項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章

月報　※２部　○３部　　毎月末に〆め、翌月の５日までに提出する。

○コンデンサ盤 ○系統連系保護制御盤

※工事関係書類

※履行報告
※工事写真

名　　　称
○完成図
○完成図
○施工図
○機器完成図等

○諸官庁提出書類
○原図
○完成写真

内　　　　　　容

電子納品については、現場説明書による。

※完成図書

　　　　　　　　　※成形板の製造年等の確認　○Ｘ線解析法

１）｢建設発生土処理計画書」及び「廃棄物処理計画書｣を監督職員に提出する。
２）関係法令等に従い、適正に廃棄物等を処理し、｢建設発生土処理計画書」及び「廃棄物処理
　報告書｣により監督職員に報告する。

※設備機材等

※機材の品質・性能証明

※現場代理人

※電気工事士
※工事用電力・水その他
※官公署への手続き
※工事用仮設物
※足場・作業構台
※監督職員事務所
※監督職員事務所に
　備え付ける図書

※建設副産物の処理及び
　建設発生土の処理

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するものまたは、これらと同等のものとする。

　使用する機材が、（一社）公共建築協会発行の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設
備機材等評価名簿（最新版）」による場合は、評価書の写しをもって、標準仕様書第１編第１章
第４節１．４．２（２）の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出を省略することが
できる。
　ただし、標準仕様書に規定される製作図・試験成績書等は除く。
　本工事の施工に当たっては、請負契約書第１０条に規定する現場代理人は、主任技術者又は監
理技術者と同様、受注者との直接的かつ恒常的な雇用関係のある者を選任する。
契約電力５００ｋＷ以上の場合も、第１種電気工事士による施工を行う。
本工事に必要な工事用電力・水などの費用は、引き渡し時まですべて受注者の負担とする。
官公署等への手続きは速やかに行い、それに要する費用は、すべて受注者の負担とする。
構内につくることが　※できる　　○できない
別契約の関係者・受注者が定置したものは、無償で使用できる。
※設置しない　　　　　○設置する　（○本工事　　○別途）
下記の図書を監督職員事務所に備え付ける。
　・公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)　　・公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)
　・電気設備工事監理指針　　　　　　　　　　　・電気設備工事施工チェックシート

○建設副産物の処理　　　　　　　　　　　　　○引き渡しを要するもの　【　　　　　　　　　　　　　　　　】
　　　　　　　　　　　　　○再生資源利用を図るもの【　　　　　　　　　　　　　　　　】
　　　　　　　　　　　　　○特別管理産業廃棄物
　 右記のほか、
　　 現場説明書による。

○建設発生土処分

　　 現場説明書による。
　 右記のほか、
　　　　　　　　　　　　　○構外指定地に搬出処理　　※(一財)城陽山砂利採取地整備公社

再生資源利用（促進）計画・実施書の提出

　　　　　　　　　　アスベスト成形板の撤去に当たり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項　　施工調査
　　　　　　　　　について行う。調査結果は図面により記録し監督職員に提出する。
　　　　　　　　　・アスベスト成形板使用部位の確認
　　　　　　　　　・アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認
　　　　　　　　　・アスベスト成形板使用数量の確認
　　　　　　　　　・施工範囲等の確認
　　確認範囲

　　処理方法　　　　　　　　　※非飛散性アスベスト廃棄物の取扱いに関する技術指針」に従いあらかじめ
　　　　　　　　　　処理計画書を作成し、適切に解体処分等を行うこと。

　　　　　　　　　　　　　　○ＰＣＢ使用機器　　○ＳＦ６ガス使用機器　　○
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章 項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

金文字製本
○背貼り製本（　　版）　 ○Ａ４ファイル止め
○背貼り製本（　　版）　 ○Ａ４ファイル止め

保守指導案内書（機器取説書を含む）
機器性能試験成績書・保証書・施工の試験成績書
副　　本
完成図
アルバム綴り

機器製作図　　　　　　　　　　　　ファイル止め

　当該建物において取得する、施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に
委譲するものとする。

※著作権等

※付属品及び予備品
○耐震施工 １）設備機器の固定は、国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修の

○工事範囲
○電気方式

○配電盤形式

○監視方式
○基礎
○付属品等
○その他

○換気扇を設ける場合は回転センサ付とする。（盤面警報ランプ共）
○盤内照明器具はＬＥＤとする。
○低圧配電盤に内部点検空間を設ける。（幅６００ｍｍ以上・高さ１，８００ｍｍ以上）
○低圧配電盤の裏面に負荷側引出し用端子を設ける。
○低圧配電盤の配線用遮断器は取付け板組込形で埋込形とする。
　盤内に予備限流ヒューズを収納する。
○本工事　　　○別途工事　　　○既設
○警報盤による代表監視　　　　○中央監視制御装置による監視
２）ダイヤル温度計は、最高温度指針付とする。

○低圧スイッチギア（○　ＣＸ形　　○　ＣＳ形　　○　ＣＷ形　　○　ＦＷ形）
○高圧スイッチギア（○　ＣＸ形　　○　ＣＷ形　　○　ＰＷ形　）
○変圧器盤
○屋内キュービクル式配電盤　　　○屋外キュービクル式配電盤　　　○開放形配電盤

○配管　　　○配線　　　○機器取付

大きさ
Ａ４版

Ａ４版

部　数
１　部
２  部
２  部
２　部

１  式
１  部
２  部

○変圧器の規格 〔グ〕 １）変圧器（スコット結線変圧器、モールド変圧器でＨ絶縁材料を使用するもの、一次電圧が
　低圧または特別高圧のものを除く。）は、グリーン購入法による特定調達品目の判断基準を
　満たすものとする。

　　○三相３線式　　　Ｖ　　　　○三相４線式　　　Ｖ／　　　Ｖ
低圧　　　　○三相３線式２００Ｖ　　　　○単相３線式１００Ｖ／２００Ｖ
高圧　　　　三相３線式　６ｋＶ

建物名称 
　工事科目

　 医療関係設備

営繕工事契約関係提出書類書式集5◆一覧表により提出。

 　電灯設備
　 動力設備
　 雷保護設備
　 受変電設備
　 電力貯蔵設備
　 発電設備
　 構内情報通信網設備
　 構内交換設備
　 情報表示設備
　 映像・音響設備
　 拡声設備
　 誘導支援設備
　 テレビ共同受信設備
　 監視カメラ設備
　 駐車場管制設備
　 防犯・入退室管理設備
　 火災報知設備
　 中央監視制御設備

○甲　○乙
○甲　○乙
○甲　○乙
○甲　○乙

備　　　考耐震安全性の分類消防法令別表第一延床面積(ｍ5２)階　　　数構　　　造建　物　名

　２　特記事項
　　　　項目及び特記事項は、●印をついたものを本工事に適用する。ただし、●印のない場合は、※印を適用する。

　　２）工事種目に機械設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面及び標準仕様書による。

　　１）特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（電気設備
　１　一般事項
【特記事項】

　３　工事科目 ●印をついたものを適用し、各一式とする。

【工事概要】

　２　建物概要
　１　工事場所

　　　　工事編）令和４年版」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）令和４年版」
　　　　（以下、「標準図」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）令和４年版」による。

　　　　　　　　　　　　　○構内指示場所に敷き均し

　「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」により計算を行い、監督職員に報告し承諾を

２）下記の設計用水平震度（ＫＨ）により、機器製作固定を行う。

注１　耐震安全性の分類が甲類の建物は特定の施設、乙類の建物は一般の施設を適用する。
注２　屋外に設置する機器は、建物の耐震安全性の分類に準じる。ただし、敷地内に甲類の建物
　　　と乙類の建物が混在する場合は、特定の施設を適用する。
注３　（　　）内の数値は、防震支持の機器の場合に適用する。
注４　設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１／２とする。
注５　上層階の定義は、６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上階２階。

　　　　○配電盤　　　　○直流電源装置　　　○自家発電装置　　　○交換機
　　　　○電算用電源　　○中央監視装置　　　○ＵＰＳ装置　　　　○自動火災報知装置

水　　槽 水　　槽
1 .5
1 .0
1 .0

○一般の施設○特定の施設

2 .0
1 .5
1 .5

上層階、屋上及び塔屋
中　　　 間 　　　階
１ 階 及 び 地 下 階

設  置  場  所

設  置  場  所

上層階、屋上及び塔屋
中　　　 間 　　　階
１ 階 及 び 地 下 階

○特定の施設 ○一般の施設
重要機器 一般機器

 1 .0 (1 .5 )
 0 .6 (1 .0 )
 0 .4 (0 .6 ) 0 .6 (1 .0 )

 1 .0 (1 .5 )
 1 .5 (2 .0 ) 1 .5 (2 .0 )

 1 .0 (1 .5 )
 0 .6 (1 .0 ) 1 .0 (1 .0 )

 1 .5 (1 .5 )
 2 .0 (2 .0 )

重要機器 一般機器

寸　法
接　続
アンカーボルト

○機器 盤その他機器類について図示した寸法は、約寸法とする。
電動機への接続は、本工事とする。

　屋外・多湿室等　（○溶融亜鉛メッキ　　　○ＳＵＳ）

○樹脂製　　　○金属製（○新金属製　○ステンレス製）
○樹脂製　　　○金属製（○新金属製　○ステンレス製）

○フラッシュプレート

○電線管 電　 線　 管

最上階の埋込配管

○予備配管

○ボックス

○電線本数、管路等

樹脂管で配管する場合は、合成樹脂製ボックスを使用する。

○ねじなし電線管
１）雨線外及び湿気の多い場所または水気のある場所に使用する露出電線管

　最上階のスラブでモルタル防水及び樹脂防水の場合、埋込配管は避けるの
を原則とする。

下記の露出配管は塗装（指定色塗装）を行う。

２本天井内まで立上げる。ケーブルラックの床の防火貫通部に（５１）を１本以上立上げる。

の承諾を受けて変更することができる。

　相当を越えるものは、コンクリート埋設配管を行わない。

　は、厚鋼電線管とする。

　分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は監督職員

　分電盤の予備の配線用遮断器が４個以下の場合（２５）を１本、５個以上の場合（２５）を

その他
和　室

○ＰＦ管　ただし、露出部分は鋼製電線管とする。

　　　　　とする。
　　　　　分電盤等の２次側で第１ボックスまでは(※鋼製電線管 ○ＰＦ管)

１）特記なきものは、ＥＭ－ＩＥとする。○電線類

３）長さ１ｍ以上の通線を行わない配管には、導入線（樹脂被覆鉄線等）を挿入する。

ＥＭ－アクセスフロア

ＥＭ－ＭＥＥＳ

ＪＣＳ４５０２（６００Ｖアクセスフロア用耐燃性ポリエ
チレンシースケーブル）による６００Ｖアクセスフロア用
ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル（
ＥＭ－ＥＥ）及び６００Ｖアクセスフロア用架橋ポリエチ
レン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル（ＥＭ－ＣＥ）
を示す。
ＪＣＳ４２７１に準じ、絶縁材及びシースにＪＣＳ規格に
よるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

２）ＥＭ電線、ＥＭケーブルで標準仕様書に規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含ま
　ない材料で構成されたものとし、次の記号及び仕様による。

建築基準法に基づき定められた風速及び地表面粗度区分
　Ｖｏ（○３０　○３２　○３４）　　地表面粗度区分（○Ⅰ　○Ⅱ　○Ⅲ　○Ⅳ）

○風圧力（耐風力）

○風圧力に対する性能

　建築基準法施行令第８７条に定めるところによる風圧力（耐風力）検討（計算）書を監督職員
に提出する。なお、検討（計算）範囲には、それぞれの取付部分を含めるものとする。

２）スラブ厚の１／４を越える外径の配管及び（ＰＦ２２）又は（Ｅ２５）

○床配線器具等 床用配線器具の形式は以下による。（図面特記のあるものを除く。）
　二重床　　　※インナー形　〇飛び出し形　〇内部固定形　〇外部固定形
　二重床以外　※飛び出し形　〇引出し形　　〇内部固定形　〇外部固定形
　　（フロアベースは水平高低調整式（空転防止リング付）　※砲金製　〇アルミ製とする。）

注７　操作卓は本体を床又は壁にアンカーボルトで固定できるように固定金具を備えたものと
　　　し、卓上機器は、転倒防止用の措置を講じたものとする。

○あと施工アンカー 施工後確認試験　○行う　○行わない　
　　　試験方法　引張試験機による引張試験とし、国土交通省大臣官房官庁営繕部の公共建築
　　　　　　　　改修工事標準仕様書（建築工事編）（平成三十一年度版）「８．１２．７ 施
　　　　　　　　工確認試験」による。
　　　確認強度　監督職員との協議による。

三相可変性電動機用インバータ装置の規約効率は、次表の値以上とする。

○配管　　○配線　　○機器取付

○する　　　○しない

○監視方法

○ＲＰ又はＭＰ形照明
　器具
○非常用照明の形式

○フロアコンセント

○一般照明の照度測定
○照明用ポール

○分電盤等

○工事範囲

○電気方式

○制御盤

○インターロック

○インバータ装置の
　規約効率

○工事範囲

○保護レベル
○受雷部システム

○接地システム ○Ａ型接地極（○板状接地極　　○垂直接地極　　○放射状接地極）

○Ⅰ　　　○Ⅱ　　　○Ⅲ　　　○Ⅳ

○配管　　　○配線　　　○機器取付
　　　　　２）インバータ効率は、１００％負荷時の値とする。
　　備考）１）電動機の供給電圧は１００Ｖ又は２００Ｖとする。

○警報盤による代表監視　　○中央監視制御装置による監視

分岐　　　○三相３線式　　２００Ｖ　　　　○
幹線　　　○三相３線式　　２００Ｖ　　　　○

実施
○開閉器を設ける(○配線用遮断器○カットアウトスイッチ)　　○開閉器を設けない

１）本工事の分電盤、ＯＡ盤、実験盤で、分岐に用いる配線用遮断器及び漏電遮断器の寸法は、

○引出し形　　○飛び出し形　　○内部固定形　　○外部固定形　　○ＯＡフロアー用

○電池内蔵形　　　　○電池別置形
されている場合は、ＳＵＳを適用する。
　標準図において、防雨形または防湿形の器具本体の材質に、ＳＵＳを含む複数の材料が適用

突針支持管　　　○鋼製　　　○ステンレス製

○Ｂ型接地極（○環状接地極　　○網状接地極）　

　ＪＩＳ Ｃ ８２０１-２-２「漏電遮断器」、同付属書ＪＣ「電灯分電盤用協約形漏電遮断器」、
　ＪＩＳ Ｃ ８２０１-２-１「回路遮断器」、同付属書ＪＣ「電灯分電盤用協約形回路遮断器」、

○構造体利用接地極（構造体底盤部の大地抵抗率測定のための大地抵抗率測定用補助接地極を　
　　　　　　　　　　〇設ける　○設けない）　

　による１極サイズのものとする。
２）ＳＰＤ分離器（配線用遮断機）は
３）ＳＰＤ分離器は、監督職員の承諾を受けて、ＳＰＤ内蔵とすることができる。

（○警報接点付　○警報接点無）とする。

１）制御回路に用いる変圧器は絶縁変圧器とする。
２）インバータ発熱対策用冷却装置を扉面に取り付けた場合、開扉時に冷却装置を休止させる。
３）インバータ発熱対策用冷却装置の故障を 盤面に表示（○させる　○させない）

空調機を停止させる。
　自動火災報知設備の受信機、連動制御器及びガス漏れ火災警報受信機と連動して、制御盤で

 電動機出力（kW ）
 ｲﾝﾊﾞｰﾀ効率（% ）

 ｲﾝﾊﾞｰﾀ効率（% ）
 電動機出力（kW ）

0.4
86.0

0.75
88.5

1.5
92.0

95.5

2.2
93.0

95.5

3.7
94.0

95.5

5.5
94.0

95.5

7.5 11

15 18.5 22 30 37 45
95.0 95.5

○配管　　○配線　　○機器取付

○機器内配線等

○はつり

○再使用機器

○その他

○工事範囲
○電気方式

○照明制御による効果の
　評価

○多重伝送制御システム

○ＬＥＤ制御装置の種類

多重伝送制御システムの設定は、監督職員の指示による。システム設定器を附属させる。
照明制御装置の各センサー設定は、監督職員と協議する。センサー設定器を附属させる。

２）復旧はモルタル補修までとする。
　を使用する。

○ＳＵＳ　　　　○鋼板製

下記の機器内配線及びケーブルには、ＥＭ電線及びＥＭケーブルを使用する。
ただし、高圧主回路配線はこの限りでない。
　○分電盤　　　○ＯＡ盤　　　○実験盤　　　○開閉器箱　　　○制御盤
　○キュービクル式配電盤　　　○直流電源装置
　○交流無停電電源装置（ＵＰＳ）（簡易型を除く）
１）既存のコンクリート床・壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッター

　取り外した上再使用する機器は、清掃し絶縁抵抗測定の上取付ける。なお照明器具等の見え
掛かり部分は、洗剤を使用するなどして、十分に清掃する。
屋外の盤類・開閉器箱
屋外のプルボックス

幹線　　　○単相３線式　　１００Ｖ/２００Ｖ　　　○直流２線式　１００Ｖ
分岐　　　○単相２線式　　○１００Ｖ　　　○２００Ｖ
　　　　　○直流２線式　　　１００Ｖ

　図面特記があるものを除き、ＬＥＤ照明器具の制御装置の種類は、調光信号線が接続された器
具にあってはＬＸ又はＬＺ、それ以外はＬＮ又はＬＪとする。

94.5 94.5

95.5 95.5
55 75

　〇風力発電装置　　○テレビ共同受信用アンテナ及びアンテナマスト　　○
　○受雷部システム及び引下げ導線システム　　　　○太陽光アレイ及び接続箱

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

　・公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)
　・建築設備耐震設計施工指針　　　　　　　　　・工事写真撮影ガイドブック電気設備工事編

○アスベスト成形板の処理等（以下のほか、現場説明書による）

１）国土交通省大臣官房官庁営繕部「営繕工事写真撮影要領（最新版）」による。
２）工事完成時、整理の上、１部提出する。
３）小黒板情報電子化については、現場説明書による。。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇

注６　重要機器（水槽類含む）は、下記による。（水槽類にはオイルタンク等を含む。）

○屋外（○屋上を除く）　○屋内居室　○屋内ＰＳ･ＥＰＳ　○屋内機械室・電気室　〇廊下

　一般社団法人日本照明器具工業会技術資料１３０「照明制御装置による消費電力削減効果の評
価手法」により、消費電力削減効果の評価を行い監督職員に提出する。

　ＯＡ盤の端子盤部に　○通気口　○冷却ファン　を設ける

詳細は現場説明書による。

　　得る。

　 構内配電線路
　 構内通信線路
　 電波障害調査
　 撤去工事

◆宇治市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ参照　　　　  　　　<http://www.city.uji.kyoto.jp>

標準仕様書によるほか、別表による。

　その他　　　　　（○一般品　　　○ＳＵＳ　　　　○　　　　　　）

アンカーボルト、全ネジ及びナットは、下記による。

　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

○照明制御装置

工事区分を記載
例：新営
全館無人改修
執務並行改修

　電気設備工事特記仕様書ー１
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○

○ＳＵＳ　　　　○鋼板製（溶融亜鉛メッキ）

○

体育館棟

御蔵山小学校体育館空調設置ほか改修工事

宇治市木幡御蔵山39-4
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建 築 主
特記仕様

図面名称

工事名称

京都府宇治市開町３７－１０

木下建築設計事務所
一級建築士登録　第125477号

TEL  (0774) 41-6514  FAX (0774) 44-1080

製図年月日

訂正年月日

監修 設計 製図

図面番号

号図

枚ノ内

縮尺

611－００２６

株式会社

細野幹生 電気設備工事特記仕様書　-２

Ｎo　E-02

工事完成に際しては，各種試験，検査に合格の責任を持つ。

○受変電機器○動力盤及び電灯盤○耐圧試験○絶縁抵抗測定○接地抵抗測定○機器機能試験○その他監督職員の指示するもの

○工事着工前に既設照明器具で床面照度を測定し、完成後の照度と比較する。（照度測定箇所は監督員の指示する箇所とする。）

○着工前・工事完成後、空調機器の機能・調整確認を行い、確認結果報告書を提出する。

○工事着手に際し、事前に必要な機器（照明機器、空調機器、放送設備等）の機能確認を行い、確認結果報告書を提出する。

例　　盤・ケ－ブルラック・ケ－ブルダクト等

○後施工アンカ－の施工確認試験（引張試験機による引張試験）は、１日の施工本数の３％以上かつ３本以上とする。

○着工前・工事完成後、放送機器の機能・調整確認を行い、確認結果報告書を提出する。

○試験機器類の校正記録を提出する。

○停電工事の必要な時は、当該高圧受電設備の電気主任技術者と協議し、打合せ記録を提出する。

尚、電気主任技術者の立会費用は本工事に含む。

○鉄筋コンクリ－トをダイヤドリル等で貫通する時は、鉄筋探査機で開口位置を確認する。

○整備不良の電動工具等持ち込まない。

○構外搬出適切産廃処分とする（電線、電線管、器具、管球等報告書を提出する）。

○交通誘導員は大型機器搬入時及び監督職員が必要と指示した時は、安全確保のため交通誘導員を２名以上配置する。

○カラーコーン、コーンウェイト、コーンバーにて囲いながら掘削する。

その他

検査及び試験を行うべき機材等は標準仕様書による他下記の項目とする。

試験・検査一覧

電
力
共
通

動
　
　
力

電
　
　
灯

拡
声、

時
計

電
　
　
話

(mm)

引込開閉器

壁掛型制御盤

手元開閉器

操作スイッチ

分電盤

スイッチ

（台上）

（土間）

コンセント

ブラケット （一般）

（踊場）

（鏡上）

（一般）

（一般）

端子盤

保安器函

壁掛スピーカー

アッテネーター

壁掛型親時計

子時計

壁掛インターホン

（和室）

（身障者便所）

（身障者）

壁付位置ボックス

（和室）

壁付位置ボックス

機器収納函

直列ユニット

（和室）

床上～中心

台上～中心

鏡上端～中心

天井下～上端

床上～中心

天井下～上端

床上～中心

天井下～上端

天井下～上端

床上～中心

床上～中心

床上～中心

地上～上端

床上～中心

床上～上端

床上～上端

床上～上端

取引用計器

取付高 取付高測点名称測点名称

（和室）

  ２００

１,３００

１,９００

  ２００

１,５００

１,１００

  ３００

  １５０

  ２００

  ３００

  １５０

（ｍｍ）

  ２００

  ３００

  １５０

２,０００

１,８００

１,９００

１,５００

１,３００

１,９００

１,３００

  ９００

  ３００

  １５０

  ３００

１,３００

２,１００

２,５００

  １５０

テ
レ
ビ
共
聴

機器取付高さ　(参考寸法の為、盤の寸法・取付位置は監督員と協議する。)

床上～上端 １,９００

イ
ン
ター

ホ
ン

○分電盤等の端子接続部施工管理手順は、電気設備工事監理指針（令和４年度版）の資料５（Ｐ１１１９）に基づき施工する。

火
　
　
　
災
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知
　
　
　
設
　
　
　
備

項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章 項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章

○自動閉鎖装置
　　　　　　　　　　○防煙ダンパ用

○工事範囲
○電気方式
○電源装置
○工事範囲
○受信機

　　　　　　　　　　○防火戸用【ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下電磁式またはラッチ式】

電
波
障
害

調
　
査

○施工方法

○工事範囲

○増幅器

○保安器用接地

○形式

設
備

映
像
音
響

構
内
情
報

通
信
網
設
備

○車両検出方式

管
理
設
備

防
犯
・
入
退
室

管
制
設
備

駐
車
場

○工事範囲中
央
監
視

制
御
設
備

○ガスの種類

○本工事　　　　○別途工事

構
　
　
　
　
内
　
　
　
　
配
　
　
　
　
電
　
　
　
　
線
　
　
　
　
路

○工事範囲

○消火ポンプ始動

○機器収容箱

構
 
内
 
通
 
信
 
線
 
路

○光警報装置

○工事範囲

○直流電源装置

　　　（ＵＰＳ）
○工事範囲

○形式

○連続運転可能時間
○発電機

系統連系

パワーコンディショナ出力

逆潮流

交流出力電圧

出力電気方式

○外部移報

○金属管配線　　○ケーブル配線　　○合成樹脂管配線○施工方法

○工事範囲

○工事範囲 ○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

○電子交換機　　○ボタン電話装置

○配管　　○配線　　○機器取付

○工事種類

○工事範囲

○親時計及び付属装置

○子時計

○工事範囲

用途

特記なきものは　　　○ＳＣ$６Ｈｉ－１Ｖ$３－Ｍ　　○○スピーカ

○工事範囲

○工事内容

○テレビインターホン

○トイレ等呼出し装置

○電界強度測定

章 項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

電
力
貯
蔵
設
備
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電
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テ
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設
備
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導

支

援

設

備

拡
　
声
　
設
　
備

情
報
表
示
設
備

構
内
交
換
設
備

○配管　　○配線　　○機器取付

用途　　　○建築基準法用　　　○消防法用　　　○受変電設備専用
その他　　○過放電防止保護装置（直流不足電圧継電器）の設定電圧は、９０Ｖとする。
用途　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
方式　　　○一般形　　　　　　○簡易形
○配管　　○配線　　○機器取付

○交流無停電電源装置

○オープン形　　○簡易形　　○キュービクル

○１０時間（乙）　　　○７２時間（甲）　　　○
電気方式　　　　三相３線式
電　　圧　　　　○２１０Ｖ　　　○６．６ｋＶ　　　○４１５Ｖ
定格出力　　　　　　　　ｋＶＡ以上　　　　　　力率　０．８

　　　　　　　　○マイクロガスタービン　○燃料電池　　　　　○コージェネレーション
○原動機

○燃料

○監視方式

○太陽光発電装置

○１００Ｖ

○三相３線式

○有　　　　※無

　　　相　　　線式　　　Ｖ　　　　　ｋＷ以上

○受動　　　○能動
　　　　ｍ5２以下（長辺　　ｍｘ短辺　　ｍ）

○２００Ｖ

○単相３線式 ○単相２線式

種　　別　　　　○ガスタービン　　　　　○ディーゼル機関　　○ガスエンジン

定格出力　　　　　　　　ｋＷ（　　　ＰＳ）以上
始動方式　　　　○電気式　　　　　　　　○空気式
冷却方式　　　　○ラジエーター式　　　　○水槽循環式
現地負荷試験　　○行う　　　　　　　　　○行わない
種類　　　　　　○重油　　　○軽油　　　○灯油　　　○ガス（　　　　　）
○燃料小出槽　　　　　㍑
○主燃料槽　　　　　　㍑
○警報盤による代表監視　　  ○中央監視盤による監視

太陽電池 アレイ 公称最大出力　　　　ｋＷ以上
設置可能建築面積

○有　　　　○無

○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

○ＣＲ　-Ｐ　Ｍ　　○ＣＷ　-Ｐ　Ｍ
○プログラムタイマ（○カード式　　　○キー式　　　○　　　　　　　　　　　）

特記なきものは　　　○ＳＷＡ$３$３－Ｇ$ＰＢ$２　　○

○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

○金属管配線　　○ケーブル配線　　○合成樹脂管配線

○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

○マルチサイン装置　　　○出退表示設備　　　○時刻表示設備

○自動放送はアッテネーターを経由した回路とする。

　　　　　　○全館放送用（○一般放送　○非常放送）　　　○ローカル放送用

○インターホン

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付

キャビネット

　　　　　　　　　　電柱　　　　○遠心力プレストレストコンクリートポール

○工事範囲

医
療
関
係
設
備

○イージーキャビネット　　　　　　　箱　　　○キーボックス　　　○テスター　　　○マンホールフック
○工具箱（ドライバー、モンキーレンチ、組スパナー、ハンマー）
受変電設備・盤

○測定のみ　　　○対策工事実施設計書作成まで
○工事前　○工事中　○完成後
　　　　箇所

○測定内容
○測定箇所
○測定時期
○調査範囲

ランプ及びヒューズの予備品は、２０％とする。

○都市ガス（１３Ａ）　○液化石油ガス

○単独形　○自火報受信機と一体
○配管　　　　○配線　　　○機器取付
○非常電源（蓄電池）　　　○自動火災報知設備と兼用
ＤＣ２４Ｖ
○配管　　　　○配線　　　○機器取付
　　【別途工事　　ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下】
○防火シャッター用

　　【別途工事　 瞬時通電式又は電動式　ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下
　　　　　　　　 遠方復帰機構（電動式）ＤＣ２４Ｖ　０．７Ａ以下】

○単独　　　○自火報受信機と一体
　　　回線　【予備電源（蓄電池）内蔵】
○配管　　　　○配線　　　○機器取付
○消火栓一体形　　　○単独形
○発信機と連動（総合盤に始動表示灯を設ける。）
○消火栓箱内押ボタン
○
○盤面に消火ポンプ運転表示灯を設ける。
○副受信機　　　　　窓
　　○単独形　　○複合形
　　○壁掛形　　○自立形

○配管　　　　○配線　　　○機器取付

○防犯装置　　　○入退室管理制御装置
○機械警備用配管

○配管　　　　　○配線　　　　　○機器取付

○ループコイル方式　　　　　　○光線方式

○配管　　　　　○配線　　　　○機器取付

○カラー　　　　○白黒

○配管　　　　　○配線　　　　　○機器取付

○工事範囲

○伝送方式

○画像

○工事範囲

○工事種類

○工事範囲

○自動火災報知装置

○自動閉鎖装置

○非常警報装置

○ガス漏れ火災警報装置

○諸警報表示 受信機に諸警報表示窓（　　窓）を設ける。

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付

○警報盤　　　○監視制御装置○監視方式

○工事範囲

○非接地電源用分電盤

○ナースコール装置 トイレ及び浴室等の
呼出押ボタン

○鋼製　　　○ステンレス製

○防滴　　　○防湿
○有線式　　○無線式

　　　　　　から３００ｍｍ以上とする。
埋設深さ　　特記なきものはＧＬ(舗装がある場合は、舗装（表層）下面)
　　　　　　○
　　　　　　○ポリエチレン被覆管（ＰＬＰ）
○管路式　　○波付硬質合成樹脂管（ＦＥＰ）

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付

　測定チャンネルは、監督職員と協議する。
定し、その測定記録を監督職員に速やかに提出すること。
　電界強度及び画質は、最上階が打上がったときに、アンテナ取付予定位置、またその周辺で測

○一般構造用炭素綱鋼管（溶融亜鉛メッキ仕上げ）
○配管用ステンレス鋼鋼管
○壁面取付形　　○自立形

○圧力配管用炭素綱鋼管（溶融亜鉛メッキ仕上げ）

○ＡＭ用　　　　○ＦＭ用　　　　○ＣＡＴＶ
○ＵＨＦ用　　　○ＢＳ用　　　  ○ＣＳ用　　　

○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

○アンテナマスト

○アンテナ

○工事範囲

○受付呼出し装置　　○誘導音
○通話機能

呼出しボタン

○１窓　○３窓　○５窓　○　　
○
○親機に子機カメラ角度調整機能（上下）を設ける。

○電話式　　　○相互式

○音声誘導装置　検出方式　（○磁気式　　○無線式　　○画像認識）

受信可能な全チャンネルとし、結果報告書を提出する。
設
備

監
視
カ
メ
ラ

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付

○工事範囲
○ふ設方式

○マンホール及び
　ハンドホール

ケーブルが直接接触しない場合の金物は、接地を省略してもよい。
ハンドホールにおいてもケーブル支持材を設ける。
蓋の文字　　○蓋の用途表示は通信とする。　　　　　　○
構造・寸法　○標準図による　　　　　　　　　　　　　○図示による。　
○架空線

○地中線

○ネットワーク伝送方式　　　　○デジタル同軸伝送方式　　　　〇

○余長

○装柱材
○避雷器
　端末処理
○碍子、高圧ケーブル ○一般用　　　○耐塩用　　　○重耐塩用

高圧ケーブルは､受変電設備までの配線経路中、１ヶ所以上で３ｍ余長をとる。

基礎　　○本工事　　○別途工事
○外灯ポールの材質が鋼製（ＳＰＣ）の場合で特記がない場合は溶融亜鉛メッキとし、指定色塗
　装とする。

○外灯
○一般用　　　○耐塩形
○屋外形　　　○耐塩形

　ハンドホール
○マンホール及び

電柱　　　　○遠心力プレストレストコンクリートポール

　　　　　　○ポリエチレン被覆管（ＰＬＰ）
　　　　　　○
埋設深さ　　特記なきものはＧＬ(舗装がある場合は、舗装下面)
　　　　　　から３００ｍｍ以上とする。

○オプション等の試験は、監督職員の指示による。
○配管　　　　○配線　　　　○機器取付○工事範囲

○その他

○電気方式 高圧
低圧

○管路式　　○波付硬質合成樹脂管（ＦＥＰ）○ふ設方式

○区分開閉器

○制御電源用変圧器内蔵

○耐中塩じん用　　　○耐重塩じん用
○引外し装置付き（ＳＯＧ形）　　○引外し装置なし　　○避雷器内蔵

○架空引込用　　　　○地中引込用

○単２線式　　　（○１００Ｖ　　○２００Ｖ）
○単相３線式　　　１００/２００Ｖ
○三相３線式　　　　　　 ２００Ｖ　　　　○
○三相３線式　　　　　　　 ６ｋＶ

構造・寸法　○標準図による　　　　　　　　　　　　　○図示による。　
蓋の文字　　○蓋の用途表示は電力とする。　　　　　　○
ハンドホールにおいてもケーブル支持材を設ける。
ケーブルが直接接触しない場合の金物は、接地を省略してもよい。

形式
構
用途
○高圧負荷開閉器　　７．２ｋＶ　　３００Ａ
○架空線

○地中線

○高圧ケーブル 屋外に使用する高圧ケーブルはＥＭ－高圧架橋ポリエチレンケーブルは、ＪＣＳ　４３９５「６
６００Ｖ　架橋ポリエチレンケーブル（３層押出型）」に（※よる　〇よらない）

○壁付ボタン(プルスイッチの長さは０.２ｍ程度とする)
○壁付握りボタン(握りボタンの長さは１.２ｍ程度とする)

　電気設備工事特記仕様書ー２

別表　　付属品・予備品

○受信機（既設）

○連動制御器（既設）

○　Ｐ形　　　１級　　３５回線

○工事に係る申請手続き費、消防設備竣工検査費、引込移変に必要な費用は本工事に含む。

○盤、ボックス等撤去後の壁等の補修は本工事とする。

御蔵山小学校体育館空調設置ほか改修工事
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3φ3W 6600V 60Hz

AS

特記仕様 製図年月日

訂正年月日

監修 設計 製図

図面番号縮尺

木下建築設計事務所

細 野 幹 生

号図

一級建築士登録　第125477号

TEL  (0774) 41-6514  FAX (0774) 44-1080

京都府宇治市開町３７－１０
枚ノ内

建 築 主

工事名称

建 築 主

工事名称

図面名称

株式会社

611－００２６ 受変電設備　高圧単線結線図

No　E-03

Wh

変電設備
高電圧

ホルダー
図面

※前後左右扉に取付

脱着可能品

通気口(ｽﾃﾝﾚｽ製防虫網付)

(下面SUS製防虫網付)

換気扇ﾌｰﾄﾞ

6KV EM-CVT38ﾟ(FEP80)

CH

※1

DGR

CH

EA

14ﾟ

PAS 7.2KV 3P200A

警報盤へ

VCT

EM-CEE   2ﾟ-6C(FEP30)

EM-CEE-S 2ﾟ-3C(FEP30)

(PAS,LA)

8KA(ZCT内臓 方向性) TC

過電流ﾛｯｸ機構付
LA内臓

▽GL▽GL

配線ﾋﾟッﾄ  深さ700

NP NPNPNP

▽GL ▽GL

配線ﾋﾟッﾄ

換気扇

側面扉

6600V/210-105V
油入 高効率型

防振ｺﾞﾑ付
(ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ 法適合品)

LBS 3PST
7.2KV 200A

Tr 1φ 75kVA

EA.DEP

（補助）

5.5ﾟ 38ﾟ

DA

V

AS

VS
F

CT×2

0～300V

※4

400/5A

0～400A

PF×2 G30A

7.2KV 200A
LBS 3PST

PF×3 G75A
(相間ﾊﾞﾘｱ付)

LBS 3PST

SC
3φ 7.02KV
53.2Kvar

SR
3φ 243V
3.19Kvar

PF×3 30A
7.2KV 200A

※2

TC

6600V/210-105V
油入 高効率型

防振ｺﾞﾑ付
(ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ 法適合品)

LBS 3PST
7.2KV 200A

Tr 1φ 75kVA

DA

V

AS

VS
F

CT×2

0～300V

400/5A

0～400A

PF×2 G30A

耐火区画

サーモ（可変型）

X

TH

自動 手動
断

COS
X

TH

※
3
 
A
C
 
1
0
0
V

露出コンセント

2P15A×2

有圧扇

250φ

15ﾟ～40ﾟC 以上

DS

※
4
 
A
C
 
1
0
0
V

DS

FL10W FL10W

Tr 3φ 150kVA
6600V/210V

油入 高効率型
防振ｺﾞﾑ付

(ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ 法適合品)

LBS 3PST

PF×3 G30A
7.2KV 200A

DA

V

CT×2

AS

VS
F

500/5A

0～500A

0～300V

※　扉窓は網入りガラス、アルミ枠防水とする。

EB

接地端子台

EC

（補助）

ED

(ELB)

38ﾟ 22ﾟ 5.5ﾟ

LGR

LGR

※2

警報盤へ

ZCT×3

LGR

(相間ﾊﾞﾘｱ付) (相間ﾊﾞﾘｱ付) (相間ﾊﾞﾘｱ付)

注　記　事　項

負
　
荷
　

名
　
称

M
 
C
 
B

P
A
F

A
T

幹
線

サ
イ

ズ

負
荷
容

量
幹

線
N
o

消防認定品

屋外型キュービクル側面図・基礎図

屋外型キュービクル正面図・基礎図

計器類は全て広角型、VT・CTはモールド型とする。

特記箇所を除き低圧盤裏面は銅帯バーにて製作のこと。

第2種接地抵抗値は関西電力との協議値とする。

( 1 )

( 2 )

( 3 )

( 4 )

( 5 )

( 6 )

( 7 )

( 8 )

( 9 )

( 10 )

( 11 )

( 12 )

特記箇所を除く低圧回路で一般配線を使用する箇所は耐熱電線 ( H I E ) を使用のこと。

電流計 ( 低圧用 ) はデジタルデマンドメーター(警報接点なし)を使用のこと。

キュービクルは内面、外面共指定色焼付け塗装仕上げとする。

キュービクルの架台チャンネルは溶融亜鉛メッキ品とする。

内部の点検通路上部、左右に透明アクリパネルを取付ること。

アンカーボルトは基礎鉄筋より引出しとし、建築設備耐震設計施工指針によること。

キュービクルの寸法は参考とし、特に幅寸法は取付 MCB にて検討し製作すること。( 14 )

( 13 ) 低圧配電盤の裏面に負荷側引出し用端子を設ける。

キュービクルは全面底板付とする。 ( ケーブル立上り箇所は2分割塩ビ板取付とする。)

キュービクル基礎は基礎詳細図により築造するも現場係員と充分協議の上施工のこと。

( 15 ) 低圧送電後全負荷試験を行い結果報告をする。（変圧器余裕の状況・相ﾊﾞﾗﾝｽ等）

分岐回路用ブレーカーは全て埋込型フラッシュプレーﾄ付とする。

( 16 ) キュービクルの設置は建物より1,000以上離すこと。
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L3 ｹｰﾌﾞﾙ変更
改修前

改修後

EM-CET 100ﾟ

EM-CET 150ﾟ

改修前
改修後 EM-CET  38ﾟ

CV 38ﾟ-3C

屋外型高圧キュービクル　　単線結線図

御蔵山小学校体育館空調設置ほか改修工事

L
P
-
3

L6 ｹｰﾌﾞﾙ取替（銘板変更）

1
L
N
-
1
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建 築 主
特記仕様

工事名称

京都府宇治市開町３７－１０

木下建築設計事務所
一級建築士登録　第125477号

TEL  (0774) 41-6514  FAX (0774) 44-1080

製図年月日

訂正年月日

監修 設計 製図

号図

枚ノ内

611－００２６

株式会社

細野幹生

図面番号縮尺

図面名称

分電盤結線図

1L-T

屋内露出形

AC1φ3W
100/200V

MCB 3P

100/100A
EM-CET 38ﾟ

100

L5

2 2030 100

ﾘﾓｺﾝ ﾄﾗﾝｽ× 1

ﾘﾓｺﾝ ﾘﾚ-

ﾘﾓｺﾝ ﾘﾚ- × 9(200V)

× 1伝送ﾕﾆｯﾄ

× 5(100V)

〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

200

〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃 〃

〃 〃 〃

誘導灯

ｱﾘ-ﾅ照明

　〃

　〃

予備

ｽﾃ-ｼﾞ照明

201

202

203

204

101

102 便所･他電灯

103

104

105

ﾘﾓｺﾝﾄﾗﾝｽ106

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

予備

予備

予備

１階電灯

外灯

換気扇

１階左ｺﾝｾﾝﾄ

１階右ｺﾝｾﾝﾄ

ｽﾃ-ｼﾞ床ｺﾝｾﾝﾄ

ｽﾃ-ｼﾞｺﾝｾﾝﾄ

２階ｺﾝｾﾝﾄ

予備

〃予備

EDED
ELB

Ｎo　E-04

ED

6
0
0

700

主幹

1
6
0
0

50

外箱部存置

165

200

梁

1
1
5

ｱﾘｰﾅ照明
(R1)

ｱﾘｰﾅ照明

ｱﾘｰﾅ照明

ｱﾘｰﾅ照明

ｱﾘｰﾅ照明

ｽﾃｰｼﾞ照明

ｽﾃｰｼﾞ照明

(昼白色)

(電球色)(R2)

(R3)

(R4)

(R5)

ｱﾘｰﾅ照明
(R6)

排気
換気扇

(R9)

換気扇
給気
(R10)

予備 予備

リモコンスイッチ並び(参考)

200

製造者標準盤

接地防水型ﾀﾞﾌﾞﾙｺﾝｾﾝﾄ

電灯動力分電盤（ＬＰ－３）

1
2
0
0

Σ=6.92 KVA

TOTAL=11639VA

※（注記）分岐開閉器は協約形（コンパクトサイズ）とする。

CELB2P1E 20A×4 (100V)

回路
番号

負　荷　名　称備　考
(VA)

容　量

6917 L5

301 302

予　備

回路
番号

負　荷　名　称 備　考
(VA)
容　量回路

番号
負　荷　名　称備　考

(VA)
容　量

401 402

MCB 3P

100/60A

空調機自立ﾕﾆｯﾄ1666空調機自立ﾕﾆｯﾄ 1666

1φ3W 105/210V 60HZ

MCB 3P

100/75A

CET 38sq

鋼板製屋外露出壁掛け型

更新

回路主回路
盤名称

盤形式
負荷名称

P AF AT

負荷容量 分岐開閉器

(VA) MCB ELB 電圧
備　考

NP

分電盤結線図 既設

L5

分電盤結線図 新設LP-3

新設空調機リモコン盤 1R-1

盤内非常用コンセント

製造者標準仕様

板厚（函体、扉）1.6 ｔ

窓付、鍵付

盤寸法は参考

NP

600

空調機切替スイッチ盤 新設1R-2

1

2

3

11 33

4 4

200

1R-1

NP

リモコンスイッチ

12L1L-T

×　２個
1R-2

200

（機械工事） （機械工事）

※取付位置・方法は機械工事と調整

自立運転切替ｽｲｯﾁ

切替ｽｲｯﾁ

御蔵山小学校体育館空調設置ほか改修工事

1L-T

600

NP

CH

接地防水型ﾀﾞﾌﾞﾙｺﾝｾﾝﾄ

多機能リモコン

搬送ﾌｧﾝリモコン

ｺﾝｾﾝﾄ（発電回路） （電気工事）×　２個

×　２個（機械工事）

4 4

4

鍵付ﾌﾟﾚ-ﾄ WTC7871K 同等品
非常用ｺﾝｾﾝﾄ ｼｰﾙ貼り付け

1 2 3 盤内ﾒﾀﾙﾓ-ﾙBOX（電気工事）に取付

(EP39)切替ｽｲｯﾁ

ﾘﾓｺﾝR (EP25)

L5

搬送ﾌｧﾝ

非ｺﾝｾﾝﾄ
(EP39)

(EP51)

(EP39)

EM-CET 38ﾟ E14ﾟ

EEF 2.0ﾟ-3C (1E)

EEF 2.0ﾟ-3C (1E)×2

EEF 2.0ﾟ-3C (1E)×2

EM-CEE 1.25-7C×2

EM-CEE 1.25-7C×2 (EP39)

CELB2P2E 40A×2 (200V)

604604

150点検用ｺﾝｾﾝﾄ

ｴｱ-搬送ﾌｧﾝ ｴｱ-搬送ﾌｧﾝ

303 304

FCPEE 0.9-1P　×2

301 302

R07.04



建 築 主
特記仕様

工事名称

京都府宇治市開町３７－１０

木下建築設計事務所
一級建築士登録　第125477号

TEL  (0774) 41-6514  FAX (0774) 44-1080

製図年月日

訂正年月日

監修 設計 製図

号図

枚ノ内

611－００２６

株式会社

細野幹生

図面番号縮尺

図面名称

敷地境界線

中庭

正門

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ教室

２Ｆ

3F

2F

S

別図詳細参照

ﾄ

ﾁ

前庭

1LN-1（北校舎棟）EM-CET

ﾇ

ﾙ

EM-CET 1LN-1（北校舎棟）E22ﾟ

EM-CET 1LN-1（北校舎棟）E22ﾟ

（特記事項）

１、記載なき配管配線は、下記の通りとする。

新設地中埋設配管配線

新設架空配線

新設露出配管配線

既設配管配線

２、注　記

シンボルの破線は既設を示す。

ケーブル引留金具は、支障の無い場合はできる限り既設品を流用する。

CVT 14ﾟ

CVT 22ﾟ(MW)

CVT 22ﾟ(MW)

CVT 22ﾟ        (G36)
EM-CET 100ﾟE22ﾟ(G70)

CVT 100ﾟ(G70)

1L-5電灯盤へ
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ教室

2F

3F

2F

ﾜ

ｶ

ﾖ
CV-T 38ﾟ(MW)

CVT 8ﾟ(MW)

CVT 38ﾟ(MW)

CVT 38ﾟ(MW)
CVT 22ﾟ(MW)

CVT 38ﾟ(MW)
CVT 22ﾟ(MW)

IV 30ﾟ×3E5.5ﾟ(CP39)

ﾀ

ヲ

ﾘ

EM-CET 200ﾟ    (G92)

ﾘ

CVT 22ﾟ        (G36)
CV  8ﾟ-3C      (G28)

CVT 100ﾟ(FEP80)

CV 14ﾟ-3CE5.5ﾟ(FEP30)

：ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ(A)内で既設ｹｰﾌﾞﾙと接続を示す。

EM-CET 100ﾟ

EM-CET

EM-CET 38ﾟ

22ﾟ LP-1（北校舎棟空調1φ）

LP-1（北校舎棟空調3φ）E14ﾟ

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq

EM-CEES 集中管理ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ1.25ﾟ-2C×2

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq

ﾘ

EM-CET 14ﾟ LP-2（南校舎棟空調1φ）ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq
S

S

1M-6

1L-6

1S-2

SM-2

1LN-1

1M-4

SM-1 1M-1

1L-1

AL-1

1L-2

LP-2

LP-1

M-WPM-FP

1M-2

生ごみ処理機

(A)

150ﾟ

150ﾟ

150ﾟ

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq

(G70)(F2-76)WP

幹線改修外構図

2F上部で引留め

2F上部で引留め

給食棟

南校舎棟

渡廊下棟

北校舎棟

体育館

図工室棟

ヲ

ﾍ

CH

A2 1/200

Ｎo　E-05

鋼管ﾎﾟｰﾙ

1LN-1 送り幹線の更新

改修前 EM-CET100sq

改修後 EM-CET150sq

各電線管は再使用

ﾇ ﾙ

ﾍ

1L-2（南校舎棟）EM-CET 100ﾟ

EM-CET 14ﾟ (FEP100)

EM-IE 38ﾟ×1 ED

EM-CET 60ﾟ SM-2（南校舎棟）

1M-3（プール）

(FEP100)×3 予備配管

(FEP100)

1L-3（南校舎東）

ﾄ
1LN-1（北校舎棟）EM-CET

EM-CET 38ﾟ LP-1（北校舎棟空調3φ）

EM-CET 200ﾟ SM-1（北校舎棟）

EM-CET 22ﾟ LP-1（北校舎棟空調1φ）

E22ﾟ

EM-CEES 集中管理ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq

E14ﾟ

1.25ﾟ-2C×2

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq

EM-CET 38ﾟ

EM-CET 22ﾟ

EM-CET 38ﾟ

1L-7（育成学級）

1L-6（図工室棟）

1M-6（図工室棟）

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq

150ﾟ ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq

ﾁ
EM-CET 200ﾟ SM-1（北校舎棟）E22ﾟ ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq

ﾜ

EM-CET LP-2（南校舎棟空調3φ）22ﾟ

1L-2（南校舎棟）E22ﾟ

E 8ﾟ

EM-CEES 集中管理ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ1.25ﾟ-2C×2

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq

ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq

ヲ

ｶ

ﾖ

EM-CET 60ﾟ SM-2（南校舎棟）(FEP65)E14ﾟ

EM-CET 60ﾟ SM-2（南校舎棟）E14ﾟ ﾒｯｾﾝｼﾞｬｰﾜｲﾔｰ38sq

EM-CET 60ﾟ SM-2（南校舎棟）E14ﾟ (G54)(F2-63)WPﾀ

CV 100ﾟ-3C (G70)

御蔵山小学校体育館空調設置ほか改修工事

1L-T
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ﾊ2

建 築 主
特記仕様

工事名称

京都府宇治市開町３７－１０

木下建築設計事務所
一級建築士登録　第125477号

TEL  (0774) 41-6514  FAX (0774) 44-1080

製図年月日

訂正年月日

監修 設計 製図

号図

枚ノ内

611－００２６

株式会社

細野幹生

図面番号縮尺

図面名称

空調電源１階平面図

A2 1/100

Y4

Y3

Y2

Y1
UP

UP

UP

6
,
0
0
0

5
,0
0
0

6
,
0
0
0

1
7
,
0
00

Ｎ

X5X4X3X2X1 X6 X7 X8 X9

1,000 4,5004,5004,5004,000 4,500 4,500 4,500 6,000

女子便所 男子便所

ステージ

体育室

控室

出入口 玄関

露出配管配線（屋内ＥＰ、屋外ＧＰ電線管）

架空配線 突き出し

(A)

(B)

(C)

(D)

WPは防水仕様

〃

〃

〃

P,BOX SS 150×150×150 SUS

P,BOX SS 200×200×200 SUS

P,BOX SS 300×300×300 SUS

P,BOX SS 400×400×400 SUS

凡　例

壁貫通(ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ)　貫通処理は国交省大臣認定工法

記載なきなき配管配線は、下記に依る。

(EP25) (GP28)

EM-CE 3.5ﾟ-4C E2.0

EM-CE 3.5ﾟ-3C (1E)

EM-CE 5.5ﾟ-3C (1E) (EP31) (GP28)

(EP31) (GP28)

空配管 (EP19) (GP22)

WN7641K 相当品WP 防雨入線ｶﾊﾞ-

ﾒﾀﾓｰﾙ ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ ﾎﾞｯｸｽ類電気設備工事

C

R

ｴｱｰ搬送ﾌｧﾝ

ｴｱｰ搬送ﾌｧﾝ ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ

機械設備工事

機械設備工事

機械設備工事

1φ100V 151W

空調機ﾘﾓｺﾝ

ﾒﾀﾓｰﾙ 1ｺ用ﾎﾞｯｸｽ

ﾒﾀﾓ-ﾙ2ｺ用ﾎﾞｯｸｽ

凡　例

器具庫

×印 撤去

▼印 ｹ-ﾌﾞﾙ撤去 電線管放棄

▲印

★印

■印

ﾌﾟﾚ-ﾄ取替（新金ﾌﾟﾚ-ﾄ）

既設機器一時撤去清掃後再取付

既設撤去取替

Ｎo　E-06

ﾊ2

(D)

LP-3 ﾊCV 38ﾟ-3C (FEP50)

ﾛ

別紙参照

EM-CET 38ﾟ

EM-CET 22ﾟ LP-1（北校舎棟空調1φ）

EM-CET 14ﾟ LP-2（南校舎棟空調1φ）

(FEP100)

予備配管(FEP100)

ﾛ

(既設FEP100)

IV 38ﾟ×3 (39)

GHP内機

ｴｱ-搬送ﾌｧﾝ

非ｺﾝｾﾝﾄ

EM-CE 3.5ﾟ-3C(1E)×2

EM-CET 38ﾟ E14ﾟ

301

1LN-1 送り幹線の更新

改修前 EM-CET100sq

改修後 EM-CET150sq

各電線管は再使用

1LN-1（北校舎棟）EM-CET 150ﾟ

1L-2（南校舎棟）EM-CET 100ﾟ

EM-CET 14ﾟ

EM-CET 22ﾟ 1L-5（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ教室）

EM-CET 38ﾟ 1L-7（育成学級）

EM-CET 1L-6（図工室棟）22ﾟ

EM-IE 60ﾟ×1 ED

EM-CET

EM-CET 38ﾟ LP-1（北校舎棟空調3φ）

LP-2（南校舎棟空調3φ）
(FEP65)

22ﾟ

EM-CET 200ﾟ SM-1（北校舎棟）

EM-CET 60ﾟ SM-2（南校舎棟）

EM-CET 1M-3（プール）100ﾟ

EM-CET 38ﾟ 1M-6（図工室棟）

(FEP100)

(FEP100)

(FEP100)

(FEP100)

EM-CEE 2ﾟ-4C AL-1（警報盤）(FEP30)

EM-CE (FEP30)

予備配管

3.5ﾟ -2C （電気時計）

1L-3（南校舎東）

予備配管

(FEP100)

(FEP100)

EM-CET 22ﾟ LP-1（北校舎棟空調1φ）

EM-CET LP-2（南校舎棟空調3φ）22ﾟ

EM-CET 22ﾟ 1L-5（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ教室）

EM-CET LP-1（北校舎棟空調3φ）38ﾟ

EM-CET 38ﾟ

EM-CET 22ﾟ

1L-7（育成学級）

1L-6（図工室棟）

(FEP100)

(FEP100)

(FEP65)

EM-CET 14ﾟ LP-2（南校舎棟空調1φ）

EM-IE 38ﾟ×1 ED

EM-CEE 2ﾟ-4C AL-1（警報盤）

EM-CET 200ﾟ SM-1（北校舎棟）(FEP100)

予備配管(FEP100)

EM-CET 38ﾟ 1M-6（図工室棟）

1LN-1（北校舎棟）EM-CET 150ﾟ

(既設FEP100)EM-CET 38ﾟ

LP-1（北校舎棟空調1φ）

LP-2（南校舎棟空調3φ）

1L-5（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ教室）

LP-1（北校舎棟空調3φ）

1L-7（育成学級）

1L-6（図工室棟）

1M-6（図工室棟）

LP-2（南校舎棟空調1φ）

ED

AL-1（警報盤）

SM-1（北校舎棟）

既設金属ﾀﾞｸﾄ

500×200

EM-CET 38ﾟ

EM-CET 38ﾟ

EM-CET 38ﾟ

EM-CET 22ﾟ

EM-CET 22ﾟ

EM-CET 22ﾟ

EM-CET 14ﾟ

EM-CET200ﾟ

EM-IE 38ﾟ

EM-CET 22ﾟ

EM-CEE 2ﾟ-4C

EM-CET150ﾟ 1LN-1（北校舎棟）

ﾊ

控室

1R-1 1R-2

EM-CET 38ﾟ E14ﾟ

非ｺﾝｾﾝﾄ

搬送ﾌｧﾝ

(EP51)

(EP39)

(EP39)

(EP25)

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

301

切替ｽｲｯﾁ

御蔵山小学校体育館空調設置ほか改修工事

▼

▼

1L-T

ﾘﾓｺﾝR

1L-T（体育館）

室外-内

切替ｽｲｯﾁEM-CEE 1.25-7C×2

EM-EEF2.0 -3C(1E)

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

EM-FCPEES 1.2-1P×2

EM-CEE 1.25-7C×2 (EP39)

1L-T（体育館）

1L-T（体育館）

EM-FCPEE 0.9 -1P×2

EM-EEF 2.0 -3C(1E)×2

EM-EEF 2.0 -3C(1E)×2 302

R07.04



EM-FCPEE 0.9-1P ×2

ﾘﾓｺﾝR

EM-CET 38ﾟ E14ﾟ

GHP内機

非ｺﾝｾﾝﾄ

(GP42)

EM-CE 3.5ﾟ-3C(1E)×2

(GP54)

建 築 主
特記仕様

工事名称

京都府宇治市開町３７－１０

木下建築設計事務所
一級建築士登録　第125477号

TEL  (0774) 41-6514  FAX (0774) 44-1080

製図年月日

訂正年月日

監修 設計 製図

号図

枚ノ内

611－００２６

株式会社

細野幹生

図面番号縮尺

図面名称

A2 1/100

X5X4X3X2X1 X6 X7 X8 X9

4,5004,5004,5004,000 4,500 4,500 4,500 6,000

庇

庇

5
,0
0
0

1
,
1
0
0

1
7
,
0
00

1
,
1
0
0

1
,
0
00 ＤＮ

6
,
00
0

Y4

Y3

Y2

Y1

空調電源２階平面図

Ｎ

露出配管配線（屋内ＥＰ、屋外ＧＰ電線管）

架空配線 突き出し

(A)

(B)

(C)

(D)

WPは防水仕様

〃

〃

〃

P,BOX SS 150×150×150 SUS

P,BOX SS 200×200×200 SUS

P,BOX SS 300×300×300 SUS

P,BOX SS 400×400×400 SUS

凡　例

壁貫通(ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ)　貫通処理は国交省大臣認定工法

記載なきなき配管配線は、下記に依る。

(EP25) (GP28)

EM-CE 3.5ﾟ-4C E2.0

EM-CE 3.5ﾟ-3C (1E)

EM-CE 5.5ﾟ-3C (1E) (EP31) (GP28)

(EP31) (GP28)

空配管 (EP19) (GP22)

凡　例

ｴｱｰ搬送ﾌｧﾝ

ｴｱｰ搬送ﾌｧﾝ ｺﾝﾄﾛｰﾙｽｲｯﾁ

機械設備工事

機械設備工事

機械設備工事

1φ100V 151W

空調機ﾘﾓｺﾝ

ﾒﾀﾓｰﾙ 1ｺ用ﾎﾞｯｸｽ

ﾒﾀﾓ-ﾙ2ｺ用ﾎﾞｯｸｽ

ﾒﾀﾓｰﾙ ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝﾎﾞｯｸｽ ﾎﾞｯｸｽ類電気設備工事

C

R

防雨入線ｶﾊﾞ-

分岐ﾎﾞｯｸｽ、中継ﾎﾞｯｸｽ

Ｎo　E-07

ﾊ2

ﾊ2

6
,
0
0
0

GHP内機

搬送ﾌｧﾝ

ﾘﾓｺﾝR

壁貫通(ﾀﾞｲﾔｶｯﾀｰ)

F

EM-CE 3.5ﾟ-3C(1E)

(D)

(D)WP

(D)

底
蓋

は
指

定
色

ZM
 W

:2
0
0 

H:
7
0×

2段
 
底

蓋
付

LP-1（北校舎棟空調1φ）

1L-5（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ教室）

LP-1（北校舎棟空調3φ）

1M-6（図工室棟）

EM-CET 38ﾟ

EM-CET 38ﾟ

EM-CET 22ﾟ

EM-CET 22ﾟ

EM-CET150ﾟ 1LN-1（北校舎棟）

GHP内機

ｴｱ-搬送ﾌｧﾝ

非ｺﾝｾﾝﾄ

EM-CE 3.5ﾟ-3C(1E)×2

301

EM-CET 38ﾟ E14ﾟ

LP-2（南校舎棟空調3φ）

1L-7（育成学級）

1L-6（図工室棟）

LP-2（南校舎棟空調1φ）

ED

AL-1（警報盤）

SM-1（北校舎棟）

既設金属ﾀﾞｸﾄ

500×200

EM-CET 38ﾟ

EM-CET 22ﾟ

EM-CET 14ﾟ

EM-CET200ﾟ

EM-IE 38ﾟ

EM-CET 22ﾟ

EM-CEE 2ﾟ-4C

EM-CET 38ﾟ E14ﾟ

非ｺﾝｾﾝﾄ

搬送ﾌｧﾝ

(EP51)

(EP39)

(EP39)

御蔵山小学校体育館空調設置ほか改修工事

1L-T

室内-外
切替ｽｲｯﾁ EM-CEE 1.25-7C×2

GHP内機

搬送ﾌｧﾝ

EM-CE 3.5ﾟ-3C(1E)

EM-EEF2.0 -3C(1E)

EM-EEF2.0 -3C(1E)

ﾘﾓｺﾝR

非ｺﾝｾﾝﾄ

搬送ﾌｧﾝ

EM-CET 38ﾟ E14ﾟ

GHP内機 EM-CE 3.5ﾟ-3C(1E)

1L-T

EM-EEF2.0 -3C(1E)

EM-CET 38ﾟ E14ﾟ1L-T

非ｺﾝｾﾝﾄ

搬送ﾌｧﾝ

ﾘﾓｺﾝR

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

切替ｽｲｯﾁ EM-CEE 1.25-7C×2

EM-CET 38ﾟ E14ﾟ1L-T

非ｺﾝｾﾝﾄ

搬送ﾌｧﾝ

ﾘﾓｺﾝR

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

切替ｽｲｯﾁ EM-CEE 1.25-7C×2

(EP25)
EEF 2.0ﾟ-3C (1E)×2

EM-CEE 1.25-7C×2切替ｽｲｯﾁ (EP39)

1L-T

EM-CEE 1.25-7C×2 切替ｽｲｯﾁ

室内-外

1L-T（体育館）

非ｺﾝｾﾝﾄ

搬送ﾌｧﾝ

EM-CET 38ﾟ E14ﾟ

GHP内機 EM-CE 3.5ﾟ-3C(1E)

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

1L-T

ﾘﾓｺﾝR
切替ｽｲｯﾁ EM-CEE 1.25-7C×2

(GP54)

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2 302

301 302

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

301 302

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

EM-FCPEE 0.9-1P
EM-FCPEE 0.9-1P

EM-FCPEE 0.9-1P×2

EM-FCPEE 0.9-1P

EM-FCPEE 0.9-1P

301 302

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

EM-FCPEE 0.9-1P ×2

301 302

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2301 302

EM-FCPEE 0.9-1P ×2

EM-FCPEE 0.9-1P ×2

301 302

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

EM-FCPEE 0.9-1P×2

切替ｽｲｯﾁ EM-CEE 1.25-7C×2

ﾘﾓｺﾝR 室内-外
EM-FCPEE 0.9-1P室内-外

室内-外

室内-外 EM-FCPEE 0.9-1P

EM-FCPEE 0.9-1P

R07.04



EM-FCPEE  0.9-1P×2

(GP42)

建 築 主
特記仕様

工事名称

京都府宇治市開町３７－１０

木下建築設計事務所
一級建築士登録　第125477号

TEL  (0774) 41-6514  FAX (0774) 44-1080

製図年月日

訂正年月日

監修 設計 製図

号図

枚ノ内

611－００２６

株式会社

細野幹生

図面番号縮尺

図面名称

A2 1/100

東立面図 S:1/100

南立面図 S:1/100

1,100 6,000 5,000 6,000 1,100

17,000

▽ＲＦＬ

▽２ＦＬ

▽１ＦＬ

1
,
0
5
0

▽ＲＦＬ

4
,
7
0
0

9
,
5
5
0

▽２ＦＬ

3
,
2
0
0

▽１ＦＬ

▽ＧＬ

6
0
0

4,000 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 6,000

37,000

▽ＲＦＬ

▽２ＦＬ

▽１ＦＬ

1
,
0
5
0

4
,
7
0
0

9
,
5
5
0

3
,
2
0
0

▽ＧＬ

6
0
0 P,BOX 600  ×600(WP)SUS

既設ｹｰﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ
500×200

電気設備 南・東立面図

P,BOX 400  ×400(WP)SUS

EM-CET 38ﾟ E14ﾟ

GHP内機

非ｺﾝｾﾝﾄ

搬送ﾌｧﾝ

EM-CE 3.5ﾟ-3C(1E)×2

既設ｹｰﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ
500×200

Ｎo　E-08
御蔵山小学校体育館空調設置ほか改修工事

1L-T

(GP54)

切替ｽｲｯﾁ EM-CEE 1.25-7C
(GP54)

室内-外

301 302

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

R07.04



建 築 主
特記仕様

工事名称

京都府宇治市開町３７－１０

木下建築設計事務所
一級建築士登録　第125477号

TEL  (0774) 41-6514  FAX (0774) 44-1080

製図年月日

訂正年月日

監修 設計 製図

号図

枚ノ内

611－００２６

株式会社

細野幹生

図面番号縮尺

図面名称

A2 1/100

4,5004,5004,5004,5004,5004,500

X2X3X4X5X6X7X8

Y1 Y2 Y3 Y4

6,000 5,000 6,000

1,100 17,000 1,100

Y1Y2Y3Y4

6,0005,0006,000

1,10017,0001,100

9
,
55
0

1
,0
5
0

4
,
7
0
0

3
,2
0
0

6
0
0

9,
5
5
0

4
,
7
0
0

1
,
0
5
0

3
,
2
0
0

6
0
0

▽１ＦＬ

▽２ＦＬ

▽ＲＦＬ

▽ＧＬ

X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

4,500 4,500 4,500 4,500 4,5004,500

▽１ＦＬ

▽２ＦＬ

▽ＲＦＬ

▽ＧＬ

北面展開図Ｓ：1/100

南面展開図Ｓ：1/100

西面展開図Ｓ：1/100

東面展開図Ｓ：1/100

Ｎo　E-09

電気設備 展開図

ケク ケ クケ
ケ

ク ケ ケケ ク ケ ク

電源接続替（電気工事）

電源接続替（電気工事）

電源接続替（電気工事）

電源接続替（電気工事）

換気扇移設（機械工事） 換気扇移設（機械工事）

換気扇移設（機械工事）換気扇移設（機械工事）

御蔵山小学校体育館空調設置ほか改修工事

×2EM-CE 3.5ﾟ-3C (1E)
×2

ク

(F38)WP
EM-EFF 2.0ﾟ-3C (1E)

(F30)WP

(F30)WP(GP22)

(GP22)

(GP36)

EM-FCPEE 0.9-1P ×4
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建 築 主
特記仕様

工事名称

京都府宇治市開町３７－１０

木下建築設計事務所
一級建築士登録　第125477号

TEL  (0774) 41-6514  FAX (0774) 44-1080

製図年月日

訂正年月日

監修 設計 製図

号図

枚ノ内

611－００２６

株式会社

細野幹生

図面番号縮尺

図面名称

詳細図、配線系統図

S:―機器接続系統図　電源1φ200V１ ケ－ブルダクト支持参考図

自立ﾕﾆｯﾄ

屋内機

発電機回路ｺﾝｾﾝﾄ

AC 100V

ｴｱ-搬送ﾌｧﾝ
ﾘﾓｺﾝ

屋外機

AC 200V

1φ 2W

ｴｱ-搬送ﾌｧﾝ

ｴｱ-搬送ﾌｧﾝ

屋内機

２S:1/20

1500750

ｹ-ﾌﾞﾙﾗｯｸ

EM-FCPEE 1.2-3P

柱

柱 柱

柱 柱

Ｎo　E-10

カ－テンボックスカ－テンボックス

長穴付溝型鋼
5×100×50

Z-100CG100R 同等品

振れ止金物

SD-SNQRS2（ﾈｸﾞﾛｽ電工相当品）

振れ止金物（内側）

DBK20（ﾈｸﾞﾛｽ電工相当品）

300 200

750

240

200

3
0
0

1
5
0
0

1
5
0
0

3
0
0

1
5
0
0

1
5
0
0

3
0
0

1
0
0

2
5
0

2
5
0

3
0
0

1
0
0

2
5
0

2
5
0

3
3
8
0

蓋指定色

1段目ﾗｯｸ底蓋指定色

自立運転切替ｽｲｯﾁ

御蔵山小学校体育館空調設置ほか改修工事

W:300 H:100 蓋付

×2

EM-CE 3.5ﾟ-3C (1E)

EM-FCPEE 0.65-1P

×2

EM-CE 3.5ﾟ-3C (1E)

EM-EEF2.0ﾟ-3C (1E)

多機能ﾘﾓｺﾝ

EM-CEE 1.25-7C

自立ﾕﾆｯﾄ屋外機

AC 200V

1φ 2W

EM-FCPEE 0.9-1P

E
M
-
C
E
 
5
.
5
ﾟ
-
3
C
 
(
1
E
)

E
M
-
C
E
 
5
.
5
ﾟ
-
3
C
 
(
1
E
)
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建 築 主
特記仕様

工事名称

京都府宇治市開町３７－１０

木下建築設計事務所
一級建築士登録　第125477号

TEL  (0774) 41-6514  FAX (0774) 44-1080

製図年月日

訂正年月日

監修 設計 製図

号図

枚ノ内

611－００２６

株式会社

細野幹生

図面番号縮尺

図面名称

空調屋外機廻り詳細図

A2 1/30

撤去

ｹ-ﾌﾞﾙ撤去 電線管放棄

既設機器一時撤去清掃後再取付

既設撤去取替

×印

▼印

★印

■印

ﾊ2

ﾊ

基礎ｺﾝｸﾘ-ﾄ

600×100×94ｹ-ﾌﾞﾙﾗｯｸ　高耐食性鋼板 W:400 H:100

CV 38ﾟ-3C (FEP50)

既設ｹｰﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ

500×200

Ｎo　E-11

ﾊ1

LP-2（南校舎棟空調3φ）

1L-7（育成学級）

1L-6（図工室棟）

1M-6（図工室棟）

LP-2（南校舎棟空調1φ）

ED

AL-1（警報盤）

SM-1（北校舎棟）

既設金属ﾀﾞｸﾄ

500×200

EM-CET 38ﾟ

EM-CET 38ﾟ

EM-CET 22ﾟ

EM-CET 14ﾟ

EM-CET200ﾟ

EM-IE 38ﾟ

EM-CET 22ﾟ

EM-CEE 2ﾟ-4C

ｴｱ-搬送ﾌｧﾝ

ﾊ1
EM-CET 38ﾟ E14ﾟ

EM-CET 38ﾟ E14ﾟ LP-3

(GP54)

(GP54)

301

自立ﾕﾆｯﾄ 401 402

EM-CET150ﾟ 1LN-1（北校舎棟）

LP-1（北校舎棟空調1φ）

1L-5（ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ教室）

LP-1（北校舎棟空調3φ）EM-CET 38ﾟ

EM-CET 22ﾟ

EM-CET 22ﾟ

ｹ-ﾌﾞﾙﾗｯｸ　高耐食性鋼板 W:400 H:100（新設）

GHP内機

EM-CET 38ﾟ E14ﾟ

ｴｱ-搬送ﾌｧﾝ

非ｺﾝｾﾝﾄ

EM-CE 3.5ﾟ-3C(1E)×2

301

ﾊ2

LP-3

LP-3

▼

ﾗｯｸ架台
W:500 H:100

御蔵山小学校体育館空調設置ほか改修工事

切替ｽｲｯﾁEM-CEE 1.25-7C×2

1L-T（体育館）

EM-FCPEE 1.2-3P

EM-FCPEE 0.65-1P

EM-CEE 1.25-7C

EM-EEF2.0ﾟ-3C (1E)

EM-CE 3.5ﾟ-3C (1E)

室内-外

1L-T（体育館）

302EM-EEF 2.0 -3C (1E)×2

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2

EM-EEF2.0 -3C(1E)×2 302

EM-FCPEE 0.9-1P×2

(GP36)

(GP36)

EM-CE 5.5ﾟ-3C(1E)×2

EM-CE 5.5ﾟ-3C (1E)

R07.04


